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平成２８年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２８年４月～平成２９年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名   北九州市立藍島小学校                   

  種 別 □保育園・幼稚園  ■小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒８０２－００９１  

       福岡県北九州市小倉北区藍島２４６－３            

  E-mail  aishima-e@kita9.ed.jp                    

  Website  http://www.kita9.jp/aishima-e/        

  児童生徒数  男子  10 名   女子  4 名  合計 14 名 

        児童・生徒の年齢 7 歳～ 12 歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 □ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

■ 環境 

□ 気候変動  

■ 生物多様性 

■ エネルギー 

□ 防災 

□ 食育 

■ 伝統文化 

□ そのほか（         ） 
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

○ ねらい 

  自然や生き物、伝統文化、産業などの藍島の「人・社会・自然環境」への意

図的な出会いを仕組み、主体的な探究活動や表現活動に取り組ませることを通

じて、ふるさと藍島に愛着と誇りをもち、自然や伝統を受け継ぎながら、たく

ましく生きる力をもった子どもを育成する。さらには、様々なつながりから自

分を見つめなおし、自分の生き方を考えていくことのできる子どもを育成する。 

 

○ 活動の実際 

 「人とのつながり（藍島盆踊り）」 

  藍島に１００年以上伝わる藍島盆踊りは、毎年８月１４，１５日に、輪の中

心に櫓を据え、太鼓２個と樽１個、三味線と音頭取りの口説きに合わせて輪踊

りをする。現在、この伝統文化を継承するため、盆踊り保存会（会員３５名）

が結成されている。子ども達は、この保存会の方々から、太鼓の打ち方や三味

線の弾き方、口説きの歌い方、踊り方などを教えてもらった。そして、８月１

４日の盆踊りや６月のふるさと運動会などで大勢の島民の前で発表することが

できた。このことから、子ども達は、藍島の伝統文化に触れ、藍島の方々とつ

ながり、藍島の一員として島の伝統文化を引き継ぐことの責任感をもたせるこ

とができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「社会とのつながり（風力発電の学習）」 

藍島の約１０km 沖合で、浮体式洋上風力発電システムの実証研究が行われる

ことになった。そのため、藍島には気象データを観測する機器が設置されるこ

 
『保存会の方の三味線指

導』 

 

 

 

 

 

 

 

『保存会の方の口説き指

導』 

 

 

 

 

 

 

 

『保存会の方と一緒に盆踊

りの練習』 

 

 

 

 

 

 

 

『櫓の上で、三味線を弾き

口説きを歌う子ども達』 

 

 

 

 

 

 

 

『８月１４日に島民の方と

一緒に盆踊り』 

 

 

 

 

 

 

 

『ふるさと運動会で盆踊り

の発表』 
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ととなった。その研究事業の一環で、子ども達は、研究員の方と一緒に学習す

ることができた。今年度は、風力発電の仕組みや海上での風力発電のメリット

等を風車作りや研究員の方による説明を通して学ぶことができた。その中で、

子ども達は、自然エネルギーの大切さや地球温暖化の様子等について興味をも

ち、理解することができた。また、自然環境を守っていくことの大切さについ

ても感じることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「社会とのつながり（白州灯台見学と清掃）」 

  藍島の西約１㎞に白浜と岩礁からなる白州と呼ばれる小島がある。そこは、

およそ２００年前、浅瀬に船が乗り上げ、多くの死者が出る事故が続く海の難

所だった。そこで、岩松助左衛門という小倉藩の武士が、一生を捧げて灯台造

りに尽力した。そして、助左衛門の死後、１８７３年、白州に灯台が完成した。

この白州灯台の学習において、子ども達は、岩松助左衛門の生き方を通して地

域の発展に尽くした先人の働きや苦労を学んだ。また、この白州灯台を見学す

ることで、漁師をしている自分たちの親や祖先たちの安全を守っている白州灯

台の重要性をより身近に感じ理解することができた。今年度は、海上保安庁の

協力で、灯台の中まで入り見学することができた。子ども達は、灯台の灯りが

周りの広い海を照らし、今でも海上の安全を守っていることを実感することが

できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『研究員の方から、風力発

電等の説明』 

 

 

 

 

 

 

 

『ペットボトルを活用して

の風車作り』 

 

 

 

 

 

 

 

『ペットボトルを活用して

の風車作り』 

 

 

 

 

 

 

 

『作った風車を回して発電

の実験』 

 

 

 

 

 

 

 

『子どもが作った風力発電

装置（風力で発電機を回

し LEDが点灯する）』 

 

 

 

 

 

 

 

『船上から見た白州灯台』 

 

 

 

 

 

 

 

『海上保安庁の方の白州灯

台についての説明』 

 

 

 

 

 

 

 

『白州灯台の内部の見学』 
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 「自然環境とのつながり（スナメリ調査，環境調査、島内清掃活動）」 

  藍島の周りの海には、スナメリという小型のクジラが生息している。このス

ナメリを調査したり、海水の水質を調査したりする活動を通して、藍島の海は、

どのような状況にあり、「島を守っていくということとは。」「自然環境を守って

いくということとは。」どのようなことかを考えることができた。その中から、

自分たちにできることは何かを考え、実際に活動することで、自然環境保全に

向けての意欲付けを行うことができた。今年度は、福岡市にあるマリンワール

ドの方にスナメリ調査や藍島の海の水質調査、スナメリの生態について学習を

一緒にしていただいた。船上からスナメリの生息状況を観察し、かなりのスナ

メリがいることがわかった。マリンワールドの方から、「スナメリが生息するこ

とできる海は、それだけよい自然環境がある。したがって、藍島の周りの海の

環境はよい状態にある。」と、教えていただいた。また、３０㎝程の白い円盤を

海に沈め、水深何メートルまで見えるかの調査を行った。今回は、船が海底ま

で８．６ｍのところにあったため、まだ見える状態のまま白い円盤が海底に到

達した。まだ、下のところまで見えそうだっただけに、子ども達はとても残念

そうだった。この調査から藍島の周りはとてもきれいな海だということも分か

った。これらの活動から、自然が豊かで、きれいな海が広がる藍島を再認識し、

「自然環境を守ろう。」「きれいな藍島にしていこう。」と、島内清掃活動へとつ

なげることができた。また、北九州市の藍島小学校と福岡市のマリンワールド

を映像でつなぎ、マリンワールドにいるスナメリの映像を学校で見ながらスナ

メリの生態について学ぶこともできた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『狭い階段を昇り灯台の最

上部に行く子ども』 

 

 

 

 

 

 

 

『白州灯台の周りを清掃』 

 

 

 

 

 

 

 

『白州灯台の周りを清掃』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『船の上からスナメリ調

査』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『マリンワールドの方とボ

ードを使って海の透明度

調査』 

 

 

 

 

 

 

 

『ボードが海の底のどこま

で見えるか観察調査』 
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（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

■ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『プランクトンネットで藍

島の海の水質調査』 

 

 

 

 

 

 

 

 

『骨格標本を見ながらスナ

メリについての学習』 

 

 

 

 

 

 

 

『福岡市のマリンワールド

と中継してスナメリの生

態についての学習』 

 

 

 

 

 

 

 

『子ども達と一緒に活動し

た年長者の方と集めたご

み』 

 

 

 

 

 

 

 

『集めたごみを運ぶ子ども

達』 

 

 

 

 

 

 

 

『島内の清掃活動を行う子

ども達』 


